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万
葉
集
巻
十
七

友
尾

匡主
主主

万
葉
集
二
十
巻
の
う
ち
、
巻
十
七

l

二
十
の
四
巻
は
「
大
伴
家
持
歌
日
誌
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
大
伴
家
持
を
中
心
と
す
る
歌
々
が
、

日
記
を
つ
け
る
よ
う
に
年
月
を
追
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
録
が
な
ぜ
作
ら
れ
た
か
、

と
い
、
フ
こ
と

は

い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
家
持
の
越
中
へ
の
赴
任
に
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

万
葉
集
を
見
て
い
く
と
、
旅
と
歌
、
あ
る
い
は
そ
の
歌
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
が
、
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
巻
一

三
・
六
な
ど
の
「
雑
歌
」
に
は
天
皇
の
行
幸
な
ど
に
従
っ
て
旅
を
し
て
い
た
人
々
の
歌
が
数
多
く
存
在
す
る
。
巻
十
五
の
前
半
部
に
は
、
新

羅
へ
の
使
と
し
て
瀬
戸
内
海
を
西
へ
航
行
し
て
い
っ
た
人
々
の
歌
が
日
を
追
っ
て
並
べ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
五
は
、
大
宰
帥
と
し
て
九

州
に
赴
任
し
て
い
た
家
持
の
父
・
大
伴
旅
人
と
、
同
じ
く
当
時
九
州
に
あ
っ
た
筑
前
守
・
山
上
憶
良
の
歌
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
家

持
の
「
歌
日
誌
」
の
成
立
も
、

こ
う
し
た
旅
と
歌
の
記
録
の
伝
統
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
大
伴
家
持
が
越
中
に
赴
任

し
て
、
「
た
び
」の
生
活
を
経
験
し
な
か
っ
た
ら
、
彼
の
歌
が
こ
ん
な
に
も
多
く
記
録
さ
れ
て
残
き
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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「
歌
日
誌
」
の
様
相
は
、
①
大
伴
家
持
の
歌
を
中
心
に
し
て
お
り
、
②
年
月
を
追
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

れ
わ
れ
が
日
記
を
つ
け
る
よ
う
に
家
持
が
歌
の
記
録
を
残
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
国
守
が
自
ら
筆
を
取
っ
て
記
録
を
残
す
と
い
う
こ

と
は
、

む
し
ろ
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
は
、
巻
十
七
の
う
ち
越
中
時
代
に
属
す
る
記
録
の
中
核
部
分
（
三
九
四
三

i

四
O
O

七
）
に
つ
い

て
、
「
宴
席
歌
」
、
「
家
持
・
池
主
往
来
歌
」
、
「
独
詠
歌
」
の
順
に
考
察
を
進
め
た
い
。

（
天
平
十
八
年
六
月
二
十
一
日
）
以
：
・
従
五
位
下
大
伴
宿
禰
家
持
局
越
中
守il
l

続
日
本
紀

大
伴
宿
禰
家
持
天
平
十
八
年
間
七
月
被
任
越
中
園
守
即
取
七
月
赴
任
：
・
l
l

万
葉
集
巻
十
七
・
三
九
二
七
番
歌
題
詞

家
持
は
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
七
月
中
旬
頃
ま
で
に
は
越
中
国
に
赴
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
歌
日
誌
」
の
最
初
の
記
録
は
、
新

国
守
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
八
月
七
日
の
宴
席
歌
の
一
群
で
あ
る
。
家
持
の
舘
で
行
わ
れ
た
宴
で
あ
る
か
ら
、
国
守
家
持
は
主
人
役
で
あ

り
、
正
客
の
座
に
着
い
た
の
は
橡
大
伴
池
主
で
あ
っ
た
。
各
歌
の
左
注
に
よ
っ
て
参
会
者
と
歌
の
記
録
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A 

八
月
七
日
夜
集
子
守
大
伴
宿
祢
家
持
舘
宴
歌

一
首
守
大
伴
宿
禰
家
持
（
三
九
四
三
）

三
首
橡
大
伴
宿
禰
池
主
（
三
九
四
四
1

四
六
）

二
首
守
大
伴
宿
禰
家
持
（
三
九
四
七
、
四
八
）

一
首
抜
大
伴
宿
禰
池
主
（
三
九
四
九
）

一
首
守
大
伴
宿
禰
家
持
（
三
九
五O
）

わ
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一
首
大
目
秦
忌
寸
八
十
嶋
（
三
九
五
二

一
首
侍
諦
僧
玄
勝
（
三
九
五
二
）

二
首
大
伴
宿
禰
家
持
（
三
九
五
三
、
四

一
首
私
史
生
土
師
宿
禰
道
良
（
三
九
五
三
）

歌
が
詠
ま
れ
る
、

そ
の
歌
が
記
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
は
等
し
い
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
般
的
に
歌
の
記

と
い
、
つ
こ
と
と
、

録
が
最
も
残
り
や
す
か
っ
た
の
は

こ
の
よ
う
な
宴
席
歌
の
場
合
で
あ
っ
た
ろ
う
。
先
述
し
た
「
雑
歌
」
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
う
し
た
宴
席
歌

ワ
寸
巳
王
水
ミ
、

グ
エ
一
一
口
－

a
s
，
刀

ま
た
は
そ
の
記
録
が
更
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
越
中
守
と
し
て
赴
任
し
た
家
持
に
関
し
て
は
、そ
の
現
場
の
記

録
が
ほ
ぼ
そ
の
時
点
の
ま
ま
に
残
き
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
歌
々
の
左
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
守
」
「
橡
」
「
大
目
」
「
史
生
」
と
い
っ
た
職
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
僧
」
も
国
分
寺
僧
の
意
味
の

職
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
公
文
書
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
に
準
ず
る
扱
い
で
記
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
直
接
の
筆
録
者

は
、
そ
の
役
職
か
ら
言
っ
て
も
、
最
後
に
歌
を
記
録
し
た
史
生
土
師
宿
禰
道
良
か
、
そ
の
同
僚
の
史
生
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
と
り
ま
と
め
た

の
が
大
目
秦
忌
寸
八
十
嶋
で
あ
り
、
橡
大
伴
宿
禰
池
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
目
一
人
。
掌
。
受
事
上
抄
。
勘
署
文
案
。
検
出
稽
失
。
読
申
公
文
。

大
橡
一
人
。
掌
。
札
判
国
内
。
審
署
文
案
。
勾
稽
失
。
察
非
違
。
｜
｜
職
員
令
・
大
国

令
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
大
国
の
規
定
で
あ
る
が

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
他
の
国
に
も
準
用
き
れ
る
。
越
中
国
は
「
上
国
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
「
大
目
」
の
規
定
は
そ
の
ま
ま
「
目
」
に
相
当
し
、
「
大
捺
」
の
規
定
は
そ
の
ま
ま
「
橡
」
に
相
当
す
る
。
「
上
国
」
の

「
目
」
は
一
人
の
規
定
だ
が
、

に
能
登
国
四
郡
を
越
中
国
に
併
合
し
た
た
め
の
臨
時
の
措
置
で
あ
ろ
う
、
当
時
の

天
平
十
三
年
（
七
四
二
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越
中
に
は
大
国
並
に
大
目
・
少
日
が
お
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
禄
」
に
つ
い
て
は
一
名
の
ま
ま
で
あ
る
。
越
中
国
司
に
お
い
て
は
、

し
た
文
書
は
抜
大
伴
池
主
の
手
元
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
、
保
管
き
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

以
後
、
巻
十
七
に
見
え
る
宴
席
歌
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

B 

天
平
十
八
年
八
月
八
日

大
目
秦
忌
す
八
十
嶋
舘
宴
歌
一
首
（
三
九
五
六

作
者

秦
八
十
嶋
一
首

c 

天
平
十
八
年
十
一
月

作
者

大
伴
家
持
二
首

相
歓
歌
二
首

越
中
守
大
伴
宿
禰
家
持
（
三
九
六
O
、
六

D 

天
平
十
九
年
四
月
二
十
四
日

大
目
秦
忌
寸
八
十
嶋
舘
銭
守
大
伴
宿
禰
家
持
宴
歌
（
三
九
八
九

四
。

作
者

大
伴
家
持
二
首

E 

天
平
十
九
年
四
月
二
十
六
日

橡
大
伴
宿
禰
池
主
之
舘
銭
税
帳
使
守
大
伴
宿
禰
家
持
宴
歌
井
古
歌
四
首
（
三
九
九
五

1

九
八
）

者

内
蔵
縄
麻
呂
一
首

大
伴
池
主
一
首

伝
諦
者

大
伴
家
持
ニ
首

F 

天
平
十
九
年
四
月
二
十
六
日

守
大
伴
宿
禰
家
持
舘
飲
宴
歌
一
首
（
三
九
九
九
）

大
伴
家
持
一
首

作
者

B

に
は
月
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

明
ら
か
に
前
日
の
宴
A
か
ら
場
所
を
移
し
た
二
次
の
宴
で
あ
る
か
ら
、
八
月
八
日
と
し
た
。
歌
が

一
首
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
主
人
の
挨
拶
の
歌
以
外
に
は
記
録
の
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
の

D 

E
、

F

は
、
す
べ
て
正
税
帳
使
と
し
て
上
京
す
る
家
持
の
銭
別
の
宴
で
あ
る
。

凡
進
正
税
帳
者
。
皆
限
二
月
品
川
日
以
前
。
｜
｜
延
喜
式
・
民
部
下

税
帳
〔
二
月
品
川
日
以
前
申
官
〕
（
割
注
を
〔
〕
で
一
示
す
、以
下
同
じ
。
）

飛
騨

越
後
〔
己
上
四
月
〕

大
宰
〔
己
上
五
月
〕
l
l

政
事
要
略
・
交
替

上
野

陸
奥

iミB，ヘ

目E
ヌヨに
玉L

越
中

野

越
前

出
羽

雑
事

普
通
は
二
月
三
十
日
が
期
限
と
き
れ
て
い
る
税
帳
使
だ
が
、
越
中
は
特
例
と
し
て
四
月
三
十
日
が
申
告
の
期
限
と
き
れ
て
い
た
。そ
の
時

こ
、
フ
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期
も
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
頃
に
行
わ
れ
た
宴
で
あ
る
。
最
も
正
式
の
宴
は
橡
大
伴
池
主
の
舘
で
行
わ
れ
た
宴

E

で
あ
り
、
家
持
と
、
こ
こ

ま
で
記
録
に
現
れ
な
か
っ
た
介
内
蔵
忌
す
縄
麻
呂
と
が
歌
を
交
わ
し
て
い
る
。
同
日
の
宴

F

は
、
家
持
か
ら
の
答
礼
の
宴
で
あ
る
。
歌
が
家

持
の
一
首
だ
け
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

な
お
別
の
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
歌
が
存

A
に
対
す
る
B

の
関
係
と
同
じ
事
情
が
考
え
ら
れ
る
が
、

す
る
こ
と
を
後
述
す
る
。
宴

D

に
家
持
の
歌
二
首
し
か
記
録
が
な
い
の
は
、

」
れ
も
記
録
の
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
原

資
料
か
ら
の
摘
記
、
脱
落
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が

い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
宴
席
歌
が
記
録
さ
れ
る
機
会
が
、
そ
ん
な
に
多
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
C

を
除
け
ば
、
巻
十
七

に
記
録
さ
れ
て
い
る
宴
席
は
、
新
任
の
国
守
を
歓
迎
す
る
宴
と
、

公
務
で
上
京
す
る
国
守
送
別
の
宴
の
二
種
類
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
が
公
文

書
に
準
ず
る
手
続
き
で
記
録
さ
れ
保
存
さ
れ
た
も
の
で
、
「
守
」
「
介
」
な
ど
の
職
名
表
記
も
、
理
由
の
わ
か
ら
な
い
省
略
は
一
例
し
か
な
い

（
三
九
九
五
左
注
）
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
十
七
に
関
し
て
は
、

現
在
の
万
葉
集
に
残
さ
れ
た
形
が
、
記
録
の
原
態
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

C

は
、
大
帳
使
か
ら
帰
任
し
た
池
、
王
を
迎
え
た
宴
だ
が
、

公
的
な
宴
と
し
て
記
録
き
れ
た
も
の

私
的
な
宴
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
か
、

か
ら
摘
記
さ
れ
た
も
の
か

題
詞
や
左
注
の
様
態
か
ら
す
る
と
独
立
し
た
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
た
も
の
と
見
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
池
主
資
料
」
と
し
て
保
存
さ
れ
た
ら
し
い
他
の
宴
席
歌
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
後
述
す
る
。

巻
十
七
に
は
「
家
持
・
池
主
往
来
歌
」
と
で
も
い
う
べ
き
歌
群
が
存
在
す
る
。
こ
の
巻
を
特
徴
づ
け
る
記
録
で
、
分
量
的
に
も
大
部
を
占

め
て
い
る
。
家
持
・
池
主
聞
に
書
簡
の
往
来
が
行
わ
れ
た
後
に
、
双
方
の
歌
が
池
、
王
の
元
で
ま
と
め
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
池
主
が
自
ら

(338) 



お
り

そ
の
は
じ
め
の
一
群
は
天
平
十
九
年
春
の
も
の
で
あ
る
。 こ
れ
も
「
池
主
資
料
」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
く
二
群
に
分
か
れ
て

の
歌
に
つ
い
て
副
本
を
取
っ
て
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

疾
殆
臨
泉
路
伯
作
歌
詞
以
申
悲
緒
一
首
（
井
短
歌
〕
」
（
三
九
六
二i
六
四
）
で
あ
る
。

そ
の
折
に
ま
ず
作
ら
れ
た
の
が
二
月
二
十
日
の
作
、
「
忽
沈
柾

一
時
は
、
「
殆
臨
泉
路
」
と
い
う
の
も
大
げ
さ
で
は

こ
の
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
家
持
は
病
臥
し
て
い
た
ら
し
く
、

な
い
重
病
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

お
そ
ら
く
こ
の
歌
の
制
作
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

間
で
さ
か
ん
に
和
歌
及
び
漢
詩
文
の
往
来
を
交
わ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
時
は
春
の
盛
り
。

そ
の
回
復
期
に
、
な
お
病
床
に
あ
っ
た
家
持
は
池
主
と
の

美
し
い
季
節
で
あ
る
。
家
持
は
床
に
臥
し
た
ま
ま
で
、
直
接
目
で
見
手
に
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
花
や
烏
を
歌
い
、
池
主
と
の
聞
に
相
聞
往

一
斉
に
春
の
花
が
咲
き
鳥
が
鳴
く
、
雪
国
の
最
も

来
を
繰
り
返
し
た
。

A 

一
一
月
二
十
九
日
家
持
か
ら
池
主
へ

漢
文
序
、
短
歌
二
首
（
三
九
六
五

j

六
六

B 

三
月
二
日

池
主
か
ら
家
持
へ

漢
文
序
、
短
歌
二
首
（
三
九
六
七
j

六
八

c 

三
月
三
日

家
持
か
ら
池
主
へ

漢
文
序
、
長
歌
一
首
、
短
歌
三
首
（
三
九
六
九
1

七
二
）

D 

月
四
日

池
主
か
ら
家
持
へ

漢
文
序
、
漢
詩
一
首

E 

三
月
五
日

池
主
か
ら
家
持
へ

(337) 148-



漢
文
序
、
長
歌
一
首
、
短
歌
二
首
（
三
九
七
三
i

七
五
）

F 

三
月
五
日

家
持
か
ら
池
、
王
へ

漢
文
序
、
漢
詩
一
首
、
短
歌
二
首
（
三
九
七
六

i

七
七

こ
の
往
来
は
、
は
じ
め
は
家
持
の
方
か
ら
誘
い
を
か
け
た
形
だ
が
、

D

の
と
こ
ろ
で
逆
転
し
て
い
る
。
池
、
王
は
漢
詩
文
に
つ
い

そ
れ
が
、

て
は
自
負
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

B

に
続
い
て
D

の
漢
文
序
及
び
漢
詩
を
家
持
に
送
っ
た
。
そ
の
後
に
、
時
間
を
前
後
し
て
C

が

到
来
し
た
た
め
、

E

の
序
文
、
「
昨
日
述
短
懐

更
承
賜
書

今
朝
汗
耳
目

そ
れ
に
対
し
て
更
に
E

で
答
え
た
。
そ
の
聞
の
事
情
は
、

奉
不
次
：
・
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と

D
E
l
F

と
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
往
来
は
、
A
ー

B
、

「
U｜
｜
官μ、

ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
歌
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
二
人
が
心
を
合
わ
せ
て
創
作
に
熱
中
し
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、

長
・
短
歌
だ
け
で
な
く
、
漢
文
序
あ
り
、
漢
詩
あ
り
と
い
う
も
の
で
、

日
本
の
歌
の
中
に
こ
う
し
た
漢
詩
文
を
ち
り
ば
め
る
こ
と
が
、
新
し

い
文
学
の
い
き
か
た
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
勿
論
、
大
宰
府
に
お
け
る
旅
人
・
憶
良
の
関
係
を
想
起
し
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

第
二
の
ま
と
ま
り
は
、

四
月
の
末
に
集
中
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
、
税
帳
使
と
し
て
上
京
す
る
家
持
の
銭
別
の
宴
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期

で
あ
る
。

G 

遊
覧
布
勢
水
海
賦
一
首
井
短
歌
〔
此
海
有
射
水
郡
奮
江
村
也
〕
（
三
九
九
一
、
九
二
）

（
左
注
）
右
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
之
〔
四
月
廿
四
日
〕

H 

敬
和
遊
覧
布
勢
水
海
賦
一
首
井
一
絶
（
三
九
九
三
、

九
四
）

（
左
注
）
右
抹
大
伴
宿
禰
池
主
作
〔
四
月
廿
六
日
追
和
〕

立
山
賦
一
首
井
短
歌
〔
此
山
有
新
川
郡
也
〕

（
四O
O
O
i
O

二
）

且
ほ
と

-149-(336) 



（
左
注
）
四
月
廿
七
日
大
伴
宿
禰
家
持
作
之

J 

敬
和
立
山
賦
一
首
井
二
絶
（
四
O
O

三
1
0
五
）

（
左
注
）
右
橡
大
伴
宿
禰
池
主
和
之
〔
四
月
廿
八
日
〕

K 

入
京
漸
近
悲
情
難
援
述
懐
一
首
井
一
絶
（
四

O
O
六
i
O
七

（
左
注
）
右
大
伴
宿
禰
家
持
贈
橡
大
伴
宿
祢
池
主
〔
四
月
品
川
日
〕

L 

忽
見
入
京
述
懐
作

怨
緒
難
禁

柳
奉
所
心
一
首
井
二
絶
（
四
O
O
八
j

一
O

生
別
悲
す

断
腸
万
廻

（
左
注
）
右
大
伴
宿
禰
池
主
報
贈
和
歌
〔
五
月
二
日
〕

G
・
I

は
、

既
に
三
月
三
十
日
に
作
ら
れ
て
い
た
「
二
上
山
賦
」
（
三
九
八
五1
八
七
・
後
述
）
と
と
も
に
、
家
持
の
「
越
中
三
賦
」
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
賦
」
と
は
、
中
国
古
代
の
呪
語
文
学
に
起
原
す
る
も
の
で
、
対
象
に
対
し
て
詩
的
表
現
を
も
っ
て
描
写
し

働
き
か
け
る
も
の
だ
と
い
う
。
万
葉
集
で
い
え
ば
、

土
地
々
々
の
自
然
を
た
た
え
て
神
の
感
応
を
願
う
土
地
ほ
め
の
歌
に
相
当
す
る
。
越
中

国
の
自
然
を
描
写
し
こ
の
風
土
を
ほ
め
た
た
え
て
い
る
の
が
、
ま
さ
し
く
家
持
の
三
賦
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
事
情
に
は
相
違
が
あ
る
。

「
越
中
三
賦
」
の
う
ちG
・
I

の
二
賦
が
、
家
持
の
初
め
て
の
帰
京
に
際
し
て
、
都
へ
の
手
土
産
と
し
て
、
越
中
の
地
を
知
ら
ぬ
人
々
に

披
露
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
「
立
山
賦
」
の
末
尾
に
、
「
万
代
の
語
ら
ひ
ぐ
さ
に
い

ま
だ
見
ぬ
人
に
も
告
げ
む
音
の
み
も
名
の
み
も
聞
き
て
羨
し
ぶ
る
が
ね
」
と
あ
る
。
ま
た
、
各
歌
の
題
詞
に
、
「
此
海
有
射
水
郡
奮
江
村

也
」
、
「
此
山
有
新
川
郡
也
」
な
ど
と
注
が
施
さ
れ
て
い
る
の
も
、
都
人
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
出
発
準
備
に
あ
わ
た
だ
し
い
こ
の

時
期
に
二
賦
が
作
ら
れ
、
池
主
が
そ
れ
に
和
し
て
答
え
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

H

の
左
注
に
は
、
「
四
月
廿
六
日
追
和
」
と
記
き
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
四
月
二
十
四
日
に
作
ら
れ
た
家
持
の
歌
G

が
あ
ら
か
じ
め
池
主
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に
示
き
れ
て
い
て
、
家
持
が
そ
れ
を
四
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
宴
席
で
人
々
に
披
露
し
た
の
に
続
き
、
池
主
が
追
和
す
る
形
で
歌
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
心
を
合
わ
せ
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。
二
十
六
日
に
は
二
つ
の
宴
の
記
録
が
あ
っ
た
が
、

二
つ
の

「
賦
」
が
国
司
の
人
々
の
前
で
唱
和
さ
れ
た
場
と
し
て
は
、
家
持
が
客
と
し
て
招
か
れ
た
宴
席E
で
あ
る
よ
り
も
、
国
守
舘
で
行
わ
れ
た
宴

席
F

が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
先
に
宴
席
歌

F

に
つ
い
て
、
「
別
の
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
歌
が
存
す
る
」
と
言
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
で
あ

る
。
I

・
J

は
、
書
筒
形
式
で
二
人
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
見
え
る
が
、
家
持
・
池
主
は
、

ま
る
で
共
同
作
業
の
よ
う
に
「
賦
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
、
親
密
な
二
人
の
関
係
の
終
わ
り
を
飾
る
よ
う
に
、
家
持
は
別
れ
の
間
際
に

K

を
池
主
に
贈
っ
た
。
私
的
な
別
れ
の
歌
だ
が
、

じ
つ
に
五
十
三
句
に
及
ぶ
長
編
で
あ
り
、

そ
の
分
量
は
前
二
賦
を
凌
い
で
い
る
。
池
、
王
も
律
儀
に
そ
れ
に
答
え
て
い
る
が
、この
後
、

が
越
中
で
再
会
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
万
葉
集
に
お
け
る
大
伴
池
主
の
記
録
は
、

L

の
次
に
は
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）

十
五
日
の
、
「
越
前
園
抹
大
伴
宿
禰
池
主
来
贈
歌
三
首
」
（
巻
十
八
・
四O
七
三
1

七
五
）
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
巻
十
七
の
記
録

は

こ
の
五
月
二
日
付
の
L

か
ら

一
l

一
五
）
ま
で
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
帰
国
し
た
家
持
を

九
月
二
十
六
日

四
0 

迎
え
て
の
宴
な
ど
が
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
の
記
録
が
な
い
。
宴
席
そ
の
も
の
は
営
ま
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
歌
友
で
あ
り
記

録
の
整
理
・
保
管
者
で
あ
っ
た
池
主
が
、

既
に
越
中
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
が
そ
の
理
由
で
は
な
い
か
と
推
察
き

越
前
橡
と
し
て
転
出
し
、

れ
る
。

こ
こ
で
は
、

独
詠
歌
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
最
も
「
歌
日
誌
」
的
な
歌
の
記
録
は
、
筆
録
者
の
問
題
は
別
に
し
て
、
基
本
的
に
他
と
の

人
三
月
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関
わ
り
な
く
当
人
が
歌
い
当
人
が
記
録
し
た

い
わ
ゆ
る
「
独
詠
歌
」
の
中
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
巻
十
九
の
冒
頭
部
分

は
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
O
）
三
月
一
日
か
ら
記
録
が
始
ま
っ
て
い
る
。
家
持
の
歌
の
中
で
も
有
名
な
、

春
の
苑

桃
の
花

下
照
る
道
に

出
で
立
つ
娘
子
（
巻
十
九
・
四
一
三
九
）

汀
止
＋
」
ヰ
」
早
〉
わ

J
、
，
崎
川
川

1
・
’
ι
u・
‘
，

h
M・

M・

に
始
ま
る
歌
群
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

三
月
一
日
夕
（
四
一
三
九
、
四
O
）
｜
｜
一
日
夜
（
四
一
四
二
｜
｜
二
日
昼

（
四
一
四
二1
四
五
）

｜
｜
一
一
日
夜
（
四
一
四
六
、
四
七
）
l
L

百
暁
（
四
一
四
八
、

四
九
）
｜
｜
三
日
朝
（
四
一
五
O
）

こ
れ
は
最
も
極
端
な
例
だ
が

こ
う
し
た
も
の
が
、
余
人
の
介
入
を
考
え
る
必
要
の
な
い
「
独
詠
」
歌
群
で
あ
り
、
「
歌
日
誌
」
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

巻
十
七
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
右
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
歌
日
誌
」
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
い
い
。

A 

哀
傷
長
逝
之
弟
歌
一
首
〔
井
短
歌
〕
（
三
九
五
七
l

五
九
）

（
左
注
）
右
天
平
十
八
年
秋
九
月
廿
五
日
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
造
聞
弟
喪
感
傷
作
之
也

B 

忽
沈
柾
疾
殆
臨
泉
路
伯
作
歌
詞
以
申
悲
緒
一
首
〔
井
短
歌
〕
（
三
九
六
二
i

三
九
六
四
）

左
注
）
右
天
平
十
九
年
二
月
廿
日
越
中
園
守
舘
臥
病
悲
傷
柳
作
此
歌

こ
の
独
詠
歌
二
例
は
、

そ
れ
ぞ
れ
長
歌
及
び
二
首
の
短
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
力
作
で
あ
る
が
、

一
つ
は
弟
の
死
、
も
う
一
つ
は
自
分
自
身

の
病
と
い
う
、
異
常
事
態
に
際
し
て
の
作
で
あ
り
、
他
の
記
録
か
ら
孤
立
し
て
い
る
。
「
歌
日
誌
」
に
お
け
る
年
月
日
の
記
載
に
つ
い
て
は
、

各
年
の
努
頭
を
除
い
て
は
月
日
だ
け
を
記
す
の
が
常
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
天
平
十
八
年
」
、
「
天
平
十
九
年
」
｜
但
し
こ
の
例
は
こ
の

年
の
最
初
の
記
録
で
も
あ
る
ー
と
年
ま
で
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
」
、
「
越
中
園
守
舘
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
す
の
は (333) 



越
中
国
以
外
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
記
録
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先

に
、
宴
席
歌
群
の
中
で
「
異
質
」
と
言
っ
た
宴
席
歌
C

も
、

題
詞
に
「
越
中
守
大
伴
宿
禰
家
持
」
と
あ
り
、
左
注
に
「
天
平
十
八
年
」
と
い

フ
記
載
が
あ
っ
て

こ
の
二
例
と
同
じ
類
で
あ
る
。

次
の
三
九
七
八
番
歌
か
ら
、

は
じ
め
て
連
続
性
の
あ
る
独
詠
歌
群
が
現
れ
て
く
る
。
家
持
自
身
が
、
多
少
と
も
「
歌
日
誌
」
的
な
意
識
を

持
っ
て
記
録
を
残
し
た
の
は
、
巻
十
七
に
お
い
て
は
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
。

c 

述
懸
緒
歌
一
首
〔
井
短
歌
〕
（
三
九
七
八
i

八
二
）

（
左
注
）
右
三
月
廿
日
夜
裏
忽
す
起
轡
情
作

大
伴
宿
祢
家
持

D 

立
夏
四
月
既
経
累
日
而
由
未
聞
霊
公
烏
喧
因
作
恨
歌
二
首

あ
し
ひ
き
の

山
も
近
き
を

月
立
つ
ま
で
に

（
三
九
八
三
）

何
か
来
鳴
か
ぬ

ほ
と
と
ぎ
す

玉
に
貫
く

花
橘
を

こ
の
我
が
里
に

来
鳴
か
ず
あ
る
ら
し
（
三
九
八
四

乏
し
み
し

霊
公
烏
者
立
夏
之
日
来
鳴
必
定

又
越
中
風
土
希
樟
橘
也

此
因
大
伴
宿
祢
家
持
感
護
於
懐
柳
裁
此
歌
〔
三
月
廿
九
日
〕

E 

二
上
山
賦
一
首
〔
此
山
有
射
水
郡
也
〕

射
水
川

い
行
き
廻
れ
る

に
ほ
へ
る
時
に

出
で
立
ち
て

玉
く
し
げ

J二
山
は

春
花
の

咲
け
る
盛
り
に

秋
の
葉
の

り
放
け
見
れ
ば

そ
こ
ば
尊
き

見
が
欲
し
か
ら
む

裾
み
の
山
の

渋
谷
の

崎
の
有
磯
に

神
か
ら
や

山
か
ら
や

す
め
神
の

朝
凪
に

満
ち
来
る
潮
の

寄
す
る
白
波

タ
凪
に

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

今
の
を
つ
つ
に

い
や
増
し
に

い
に
し
へ
ゆ

か
く
し

こ
そ

見
る
人
ご
と
に

（
巻
十
七
・
三
九
八
五
）

か
け
て
偲
は
め

渋
谷
の

崎
の
有
磯
に

い
や
し
く
し
く
に

寄
す
る
波

い
に
し
へ
思
ほ
ゆ

（
三
九
八
六

振
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玉
く
し
げ

二
上
山
に

鳴
く
鳥
の

時
は
来
に
け
り

声
の
恋
し
き

（
三
九
八
七
）

右
三
月
品
川
日
依
興
作
之
大
伴
宿
祢
家
持

F 

四
月
十
六
日
夜
裏
造
聞
霊
公
烏
喧
述
懐
歌
一
首

ぬ
ば
た
ま
の

鳴
く
音
遥
け
し

里
遠
み
か
も
（
三
九
八
八

月
に
向
ひ
て

ほ
と
と
ぎ
す

右
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

こ
の
一
群
の
歌
は
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
関
連
歌
群
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
家
持
の
意
識
の
中
で
は
す
べ
て
が
ほ
と
と
ぎ
す
に
よ
っ
て
連

続
し
て
い
る
。
説
明
の
都
合
上
D

か
ら
見
て
い
き
た
い
。

ほ
と
と
ぎ
す
が
万
葉
集
の
歌
の
素
材
と
し
て
重
み
を
増
し
、
量
を
増
し
て
く
る
の
は
新
し
い
時
代
の
こ
と
で
、

万
葉
ぴ
と
が
四
季
の
移
ろ

い
を
意
識
的
に
区
分
し
、
季
節
感
を
固
定
し
始
め
る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
家
持
も
こ
の
時
代
の
人
で
、ほ
と
と
ぎ
す
を
新
し
い
時
代
の
文

芸
の
題
材
と
し
て
珍
重
し
、
多
く
の
歌
に
作
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
も
こ
の
烏
を
夏
と
い
う
季
節
の
枠
組
で
と
ら
え
て
い
る

の
だ
が
、
特
に
、
夏
が
来
た
ら
す
ぐ
に
も
鳴
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
考
、
え
て
い
た
ら
し
い
。D
の
左
注
に
、
「
霊
公
烏
者
立
夏
之
日
来
鳴
必
定
」

と
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。

一
方
、
題
詞
の
、
「
立
夏
四
月
既
経
累
日
・
：
」
は
少
し
わ
か
り
に
く
い
。一
種
の
太
陽
暦
で
あ
る

二
十
四
節
季
で
い
う
立
夏
と
、
太
陰
暦
に
よ
る
夏
・
四
月
一
日
と
は
、
微
妙
に
時
期
が
ず
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
暦
の
上
で
「
夏
」
の
到
来
を

告
げ
る
日
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
、
二
つ
の
意
識
が
家
持
の
中
で
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

」
の
年
の
立
夏
が
三
月
二
十

一
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
三
九
八
四
番
歌
の
「
月
立
つ
ま
で
に
何
か
来
鳴
か
む
」
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と

こ
ろ
は
わ
か
る
。
「
立
夏
か
ら
既
に
幾
日
も
が
経
過
し
、
も
う
四
月
に
な
ろ
う
と
い
う
の
に
ま
だ
そ
の
鳴
き
声
を
聞
か
な
い
。

そ
れ
に
よ
っ

て
作
っ
た
恨
み
の
歌
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(331) 



夏
の
到
来
と
と
も
に
鳴
き
声
を
響
か
せ
、
秋
に
な
る
と
姿
を
消
す
こ
の
鳥
は
、
実
際
は
渡
り
鳥
な
の
だ
が
、
当
時
の
人
々
は
よ
く
そ
の
習

性
を
知
ら
ず
、
秋
が
来
る
と
山
の
奥
深
く
に
篭
も
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
越
中
国
府
の
あ
っ
た
現
高
岡
市
伏
木
近
辺
で
は
二
上
山
に
い

る
も
の
と
感
じ
て
い
た
ら
し
く
、
「
あ
し
ひ
き
の
山
も
近
き
を
」
と
は
、明
ら
か
に
国
庁
の
背
後
に
笠
え
る
二
上
山
を
指
し
て
い
る
。
家
持

は
、
二
十
九
日
に
二
上
山
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
早
く
里
に
降
り
て
き
て
鳴
く
こ
と
を
期
待
し
て
既
に
歌
に
作
っ
て
い
た
。
そ
し
て
翌
三
十
日
、

四
月
の
前
日
に
作
ら
れ
た
の
が

E

「
二
上
山
賦
」
で
あ
っ
た
。

「
二
上
山
賦
」
は

い
わ
ゆ
る
家
持
の
「
越
中
三
賦
」
の
一
っ
と
き
れ
、
他
の
二
賦
と
共
に
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
成
立
か
ら
考

え
れ
ば
、
他
の
二
賦
と
は
性
格
が
違
う
。
も
し

こ
の
三
首
だ
け
を
対
象
に
し
て
読
む
な
ら
ば
、
「
二
上
山
に
鳴
く
鳥
」
は
何
の
烏
で
あ
る

か
確
定
し
に
く
い
。
歌
の
よ
し
あ
し
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
し
て
、
表
現
の
点
で
は
不
完
全
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
前
後
と
の

連
続
の
中
で
鑑
賞
す
べ
き
歌
な
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
三
首
の
歌
の
中
で
は
孤
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
の
最
後
の
一
首
が
、
歌
の
創

作
動
機
か
ら
す
る
と
む
し
ろ
前
二
首
に
優
先
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

遡
っ
て
、
c

「
述
態
緒
歌
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
歌
は
妻
・
坂
上
大
嬢
へ
の
恋
慕
の
情
を
綴
っ
た
六
五
句
に
お
よ
ぶ
長
歌
お

よ
ぴ
四
首
の
短
歌
な
の
だ
が
、

そ
の
左
注
に
、
「
右
三
月
廿
日
夜
裏
忽
守
起
態
情
作
大
伴
宿
祢
家
持
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
廿
日
夜
裏
」

と
い
え
ば
、
家
持
に
お
い
て
は
、
立
夏
に
あ
た
る
翌
二
十
一
日
が
意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
夜
中
ま
で
寝
ず
に
起
き
て
い
た
の
も
、

ほ
と
と
ぎ
す
の
初
声
を
聞
く
た
め
の
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
長
歌
の
中
に
も
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
来
鳴
か
む
月
に
い
つ
し
か
も
早
く

な
り
な
む
」
と
い
う
句
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
句
自
体
は
、
「
早
く
（
税
帳
使
と
し
て
上
京
す
る
）四
月
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
程
の

意
味
し
か
も
っ
て
お
ら
ず
、
完
成
し
た
長
歌
お
よ
び
短
歌
は
、
妻
へ
の
恋
情
を
切
々
と
訴
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
忽
す
起
懲
情
」

と
い
う
情
動
を
誘
発
し
た
の
は
、
立
夏
の
前
夜
の
、
待
て
ど
来
鳴
か
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
へ
の
思
慕
の
情
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
考
え
ら
れ
る
の
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で
あ
る
。

家
持
は
六
十
六
首
も
の
ほ
と
と
ぎ
す
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
越
中
に
赴
任
し
て
以
降
は
、
都
と
の
気
候
風
土
の
違
い
を
意
識
し
な
が

ら
、
繰
り
返
し
こ
の
烏
の
お
と
ず
れ
を
待
つ
歌
を
作
っ
て
い
る
。

天
平
二
十
年
（
七
四
八
）

四
月
一
日
の
宴
席
歌
、

居
り
明
か
し
も

今
夜
は
飲
ま
む

明
け
む
朝
は

鳴
き
渡
ら
む
そ
（
巻
十
八
・
四
O
六
八

ほ
と
と
ぎ
す

の
割
注
に
、
「
二
日
嬉
立
夏
節

故
謂
之
明
旦
将
陪
一
也
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
O
）
三
月
二
十
三
日
の
「
廿
四

日
謄
立
夏
四
月
節
也

因
此
廿
三
日
之
暮
忽
思
霊
公
烏
暁
喧
聾
作
歌
二
首
」
と
題
す
る
作
品
で
は
、

そ
の
一
首
目
に
、

常
人
も

起
き
つ
つ
聞
く
そ

こ
の
暁
に

来
鳴
く
初
声
（
巻
十
九
・
四
一
七
二

ほ
と
と
ぎ
す

と
歌
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
立
夏
の
前
夜
に
、
実
際
に
は
ま
だ
来
て
鳴
い
て
は
い
な
い
ほ
と
と
ぎ
す
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
家
持
は
、

毎
年
、
暦
の
上
で
立
夏
節
を
確
か
め
る
よ
う
に
ほ
と
と
ぎ
す
の
初
声
を
待
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
立
夏
と
い
い
四
月
と
い
っ
て

も
、
実
際
の
自
然
の
推
移
は
、
常
に
人
聞
の
決
め
た
暦
通
り
に
運
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
北
国
越
中
に
お
い
て
は
、
特
に
そ
の
感
を
強
く

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
家
持
の
ほ
と
と
ぎ
す
を
待
ち
望
む
歌
・
鳴
か
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
を
恨
む
歌
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

が
、
心
底
う
ら
め
し
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
暦
と
現
実
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

そ
の
落
差
を
歌
う
こ
と
に
文
学
的
興
味
を
感
じ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
四
季
の
歌
を
作
る
う
え
で
の
、
新
し
い
文
学
的
態
度
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

最
後
に

E

か
ら
F

ま
で
に
は
十
六
日
が
経
過
し
て
い
る
が

」
の
年
の
ほ
と
と
ぎ
す
の
初
声
だ
っ
た

こ
れ
が
実
際
に
家
持
が
聞
い
た

の
だ
ろ
う
。
「
二
上
山
に
鳴
く
烏
の
声
の
恋
し
き
時
は
来
に
け
り
」
と
宣
言
し
て
「
立
山
賦
」
を
と
じ
た
家
持
に
と
っ
て
は
、

必
ず
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
歌
で
あ
る
。
以
上
の
ご
と
く

こ
の
十
一
首
の
歌
は
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
関
連
歌
群
」
と
で
も
い
う
べ
き
連
鎖
を
な
し
て
お
り
、

暦
の
上
に
載
せ
て
い
く
と
次
の
よ
う
な
順
序
に
な
る
。
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立
夏
の
前
H
e
l
l

陰
暦
夏
四
月
の
前
々
日

D
、

及
ぴ
前
日
E

｜
｜
実
際
に
鳴
い
た
日
F

こ
の
間
に
他
の
歌
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
巻
十
七
の
中
で
、
唯
一

「
歌
日
誌
」
的
意
識
を
見
せ
る
独
詠
歌
群
を
成
し
て
い
る
。

再
び
、
「
二
上
山
賦
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
排
列
か
ら
す
れ
ば
、こ
の
歌
が

「
越
中
三
賦
」
の
う
ち
最
初
に
「
賦
」
を
称
し
た

首
で
あ
る
。
歌
の
完
成
度
か
ら
し
て
も
、
後
の
二
賦
よ
り
も
む
し
ろ
勝
っ
て
お
り
、

こ
の
歌
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
後
に
二
賦
が
作
ら
れ

た
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
成
立
事
情
か
ら
す
る
と
、
二
賦
の
成
立
の
後
に
、
こ
の
歌
に
「
賦
」

の
名
が
敷
桁
さ
れ

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
題
詞
に
「
此
山
有
射
水
郡
也
」
と
い
う
注
が
施
さ
れ
て
、
「
三
賦
」
一
連
の
作
と
し
て
整
合

性
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
後
の
作
業
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
に
、

こ
の
独
詠
歌
「
ほ
と
と
ぎ
す
関
連
歌
群
」
が
、
宴
席

歌
及
び
家
持
・
池
主
往
来
歌
を
ま
と
め
た
「
池
主
資
料
」
に
一
体
化
さ
れ
、
巻
十
七
越
中
歌
群
の
中
核
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。万

葉
集
巻
十
七
に
つ
い
て
、
ご
く
基
礎
的
な
所
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
先
学
の
書
物
に
よ
る

お
導
き
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
は
あ
る
が
、
煩
を
避
け
る
た
め
に
あ
え
て
注
記
の
形
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
す
る
。
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